
長野県 建設部

令和3年10月

長野県内における建築BIMの活用状況等に関する調査結果



Ⅰ　調査の概要

１　調査の目的

・建築BIMの活用状況に関する調査 ・今後の建築BIMの導入に関する調査

２　調査の方法

１）アンケート名

長野県内における建築BIMの活用状況等に関するアンケート(令和3年8月)

２）実施時期

令和3年8月30日～令和3年9月24日

３）実施方法

県内建築関係団体（11団体）に、広く会員の回答を依頼

４）回答数 157社

３　アンケート設問項目
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Q5で「導入していない」を選択した場合の項目

Q22　BIMの普及するための課題、課題の
　　解決手法等

【BIMの導入：導入していない企業】

Q15　メリット・効果が得られたと実感でき
　　る場面

Q16　メリット・効果が得られていないと感
　　じる場面

Q19　BIMデーターの権利（著作権や所有権）

【BIMに関する人材育成：導入している企業】

【BIMデーターでの連携：導入している企業】

Q17　社外とのデーター連携

Q21　人材を育成するための必要な期間

Q18　BIMデーターの保管における社内の
　　ルール
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Q20　BIMに関する教育の取組

項　　目

QⅡ-1　今後のBIMの導入について

QⅡ-2　BIMの導入に至らない理由

QⅡ-3　BIMの導入を決定する契機

QⅡ-4　BIMの普及・拡大に向けた課題や意見

Q10　BIMを活用する建築物やプロジェク
　　トの特徴

Q14　Q13で「②積極的に活用していない」
　　を選択した理由
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Q12　BIMを活用する建築物の構造種別

Q13　BIMの活用状況

Q11　BIMを活用する建築物の用途

21

【BIMの導入：導入している企業】

Q6　BIMを導入した時期

Q7　BIMを導入した背景・きっかけ

Q4　受注案件に占める公共工事の割合

【BIMの導入状況】

Q5　BIMの導入状況

Q9　BIMを活用している案件の割合

【BIMの活用：導入している企業】

Q8　BIMを活用している人数の割合 【BIM普及の課題・解決手法：導入している企業】

（一社）長野県設備設計協会

（公社）日本建築家協会・長野地域会
JIA長野県クラブ

5団体
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Q3　令和2年度の受託した案件数

項　　目

【BIM活用のメリット・効果：導入している企業】【基礎情報】

Q0　所属団体

Q1-2　企業の属性（専門設計事務所）

Q2　企業の規模（従業員数）

　建築分野（設計、施工、維持・管理）における現時点のBIMの活用状況、課題等を把握

設計関係団体 施工関係団体

17
Q1-1　企業の属性（大分類）

6団体

（一社）長野県建設業協会

（一社）長野県電設業協会

長野県優良住宅協会

（一社）信州木造住宅協会

（一社）長野県空調衛生設備業協会

長野県工務店協会

（一社）長野県建築士事務所協会

（公社）長野県建築士会

信州建築構造協会



2

Q1-1：企業の属性（大分類）（n=212／複数回答／件数）

Q1-2：企業の属性（専門設計事務所）（n=75／複数回答／件数）

Q2：企業の規模（従業員数）（n=157／単一回答／件数、％）

Ⅱ　集計結果【基礎情報】
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その他

維持管理会社

ハウスメーカー

専門工事会社

総合建設業

専門設計事務所

総合設計事務所

○複数回答とし、設計と施工等の重複あり

○設計 99社（総合設計事務所と専門設計事務所、施工会社と重複あり）

○施工 104社（設計等と重複あり）
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24.8%

14.0%

8.3%

14.0%

14.6%

8.9%

7.0%

5.7%
1.3%

0.6%

0.0%

0.6%

0 10 20 30 40 50

1人～2人

3人～5人

6人～10人

11人～20人

21人～30人

31人～50人

51人～100人

101人～300人

301人～500人

501人～1,000人

1,001人以上

不明

○企業の規模（従業員数）として、「10人未満」の回答が 約47％

○ 「30人未満」の回答が 約76％

○ 「100人以上」の回答が 約7％
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43

4.0%

18.7%

1.3%

8.0%

10.7%

57.3%

0 10 20 30 40 50

その他

積算

都市計画

設備設計

構造設計

意匠設計

○専門設計事務所としての回答は、意匠設計が約57％でもっとも多い

○その他の回答例

・建設コンサルタント（測量、設計）、宅地造成等土木設計、開発業務、現場監理、定期調査報告等



全体
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Q4：受注案件に占める公共工事の割合（設計n=85　施工n=100／件数、％）

Q3：R2年度に受託した案件数（設計n=85　施工n=100／自由回答／件数、％）
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23.0%

22.0%

11.0%

4.0%

15.0%

3.0%

22.0%

0 10 20 30

0件

1～5件

6～10件

11～20件

21～50件

51～100件

101件以上

②施工

○設計分野 年間受注件数 「10件以下」 約64％

○施工分野 年間受注件数 「10件以下」 56％

・101件以上における設備会社の割合 59％
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49.4%

21.2%

12.9%

9.4%

5.9%

1.2%

0 10 20 30 40 50

0～20％

21～40%

41～60％

61～80％

81～100％

未回答

①設計
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42.0%

31.8%

18.8%

4.7%

11.8%

1.2%

0 10 20 30 40 50

0～20％

21～40%

41～60％

61～80％

81～100％

未回答

○設計分野 公共工事の割合 40％以下 約71％

○施工分野 公共工事の割合 40％以下 約74％

②施工
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①設計



総合建設業［n=74］

専門工事会社［n=25］
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Q5：BIMの「導入状況」（n=157／単一回答／件数、％）

Q5-2（クロス集計　×分野別）：BIMの「導入状況」（複数回答／％）

Ⅲ　集計結果【BIMの導入状況】

25 131
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

導入している 導入していない 不明

今回回答があった企業のBIMの導入状況は、

○「BIMを導入している」 が 約16％

○「BIMを導入していない」が 約83％

15.9% 83.4% 0.6%

33.3%

12.0%

17.6%

14.3%

24.0%

15.9%

66.7%

88.0%

82.4%

85.7%

76.0%

83.4%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ハウスメーカー［n=3］

専門工事会社［n=25］

総合建設業［n=74］

専門設計事務所［n=35］

総合設計事務所［n=50］

全体［n=157］

導入している 導入していない 未回答

0.0%

25.0%

0.0%

17.2%

100.0%

75.0%

100.0%

82.8%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

積算設計［n=7］

設備設計［n=4］

構造設計［n=5］

意匠設計［n=29］

＜専門設計事務所の主な内訳＞

導入している 導入していない 未回答

専門設計事務所での今回回答では、

○「意匠設計」と「設備設計」で、「BIMを導入している」との回答があった

○「構造設計」と「積算設計」では、「BIMを導入している」との回答はなかった

今回回答企業では、

○総合設計事務所での導入状況は、「BIMを導入している」 が 24％ で、専門設計事務所より高い

○総合建設業での導入状況は、「BIMを導入してる」が 約18％ で、専門工事会社より高い



専門工事会社［n=25］

全体［n=25］
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Q5-3（クロス集計　×属性Q1×企業規模別Q2）：BIMの導入状況（％）
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＜総合設計事務所［n=50］＞

導入している 導入していない 未回答
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＜専門設計事務所[n=35]＞

導入している 導入していない 未回答
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全体［n=74］

＜総合建設業［n=74］＞

導入している 導入していない 未回答
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1人～2人［n=2］

全体［n=25］

＜専門工事会社［n=25］＞

導入している 導入していない 未回答



導入の予定はないが導入に興味がある

１年以内に導入する予定がある

３年以内に導入する予定がある

導入予定はない・未定

導入の予定はないが導入に興味がある

１年以内に導入する予定がある

３年以内に導入する予定がある

導入の予定はないが導入に興味がある

１年以内に導入する予定がある

３年以内に導入する予定がある
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Ⅳ　集計結果【BIMの導入：導入していない企業】

QⅡ-1：「今後のBIMの導入」について（n=132／単一回答／件数、％）

QⅡ-1-2（クロス集計　×分野別）：「今後のBIMの導入」について（％）
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0.0%

3.3%

3.3%
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専門設計事務所［n=30］

総合設計事務所［n=38］

全体［n=132］

導入予定はない・未定 導入の予定はないが導入に興味がある
１年以内に導入する予定がある ３年以内に導入する予定がある
未回答

BIMを導入していない企業は、今後の導入について

○「導入予定はない・未定」が 約52％

○「導入に興味がある」・「導入する予定がある」が 約41％
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導入予定はない・未定 導入の予定はないが導入に興味がある

１年以内に導入する予定がある ３年以内に導入する予定がある

不明
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構造設計［n=5］

意匠設計［n=24］

＜専門設計事務所の主な内訳＞

導入予定はない・未定 導入の予定はないが導入に興味がある

１年以内に導入する予定がある ３年以内に導入する予定がある

未回答



導入の予定はないが導入に興味がある

１年以内に導入する予定がある

３年以内に導入する予定がある

全体［n=132］

132
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QⅡ-2：BIMの「導入に至らない理由」（n=132／複数回答／件数）

QⅡ-2-2（クロス集計　×分野別）：今後のBIMの導入について（件数）
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88
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⑯その他

⑮BIMデータは、これまでの図面等と比べて長期的な真正性や見読性が不安である…

⑭他の同規模同業者がBIM活用を進めていないため

⑬協力会社等、業務上の関係者からBIM活用を求められていないため

⑫発注者からBIM活用を求められていないため

⑪BIMのソフト等の購入・維持に費用がいくらかかるかわからないため

⑩BIMのソフト等の購入・維持に高額な費用がかかるため

⑨BIMを活用する人材がいないため、又は人材育成・雇用に費用がかかるため

⑧費用対効果の面で、投資する費用を超える生産性向上効果等がわからないため

⑦費用対効果の面で、投資する費用を超える生産性向上効果等が現状見込めない…

⑥既にBIMを活用しない仕組みで高効率な業務体制等を構築できているため

⑤業務をBIMに切り替えた場合、習熟するまで業務負担が大きいため

④CAD等で現状問題なく業務を行うことができているため

③BIMの導入効果を詳しく知らないため

②BIMを導入し、業務を行うためには何から始めればよいかわからないため

①BIMとは何か、何に活用できるのかを詳しく知らないため

BIMを導入していない企業は、導入に至らない理由として

○「CAD等で現状問題なく業務を行うことができているため」・「発注者からBIM活用を求められてい

ないため」・「業務をBIMに切り替えた場合、習熟するまで業務負担が大きいため」等の回答が多い

○なお、「BIMのソフト等の購入・維持に高額な費用がかかるため」等の費用に関する回答は比較的少ない
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専門工事会社［n=22］

総合建設業［n=61］

専門設計事務所［n=30］

総合設計事務所［n=38］

全体［n=132］
＜業務負担・体制＞

④CAD等で現状問題なく業務を行うことができているため

⑤業務をBIMに切り替えた場合、習熟するまで業務負担が大きいため

⑥既にBIMを活用しない仕組みで高効率な業務体制等を構築できているため
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専門工事会社［n=22］

総合建設業［n=61］

専門設計事務所［n=30］

総合設計事務所［n=38］

全体［n=132］

＜業務・導入＞

①BIMとは何か、何に活用できるのかを詳しく知らないため

②BIMを導入し、業務を行うためには何から始めればよいかわからないため

③BIMの導入効果を詳しく知らないため

7

24

10

17

47

4

20

10

19

46

7

30

13

17

58

12

28

13

23

61

6

22

16

17

52

専門工事会社［n=22］

総合建設業［n=61］

専門設計事務所［n=30］

総合設計事務所［n=38］

全体［n=132］

＜費用負担・効果＞

⑦費用対効果の面で、投資する費用を超える生産性向上効果等が現状見込めないと考

えるため
⑧費用対効果の面で、投資する費用を超える生産性向上効果等がわからないため

⑨BIMを活用する人材がいないため、又は人材育成・雇用に費用がかかるため

⑩BIMのソフト等の購入・維持に高額な費用がかかるため

⑪BIMのソフト等の購入・維持に費用がいくらかかるかわからないため

4

16

4

10

38

13

23

16

15

60

18

36

20

23
83

専門工事会社［n=22］

総合建設業［n=61］

専門設計事務所［n=30］

総合設計事務所［n=38］

全体［n=132］
＜環境＞

⑫発注者からBIM活用を求められていないため

⑬協力会社等、業務上の関係者からBIM活用を求められていないため

⑭他の同規模同業者がBIM活用を進めていないため

2
8
9

2
25

専門工事会社［n=22］

総合建設業［n=61］

専門設計事務所［n=30］

総合設計事務所［n=38］

全体［n=132］
＜その他＞

⑮BIMデータは、これまでの図面等と比べて長期的な真正性や見読性が不安であるため

＜主なその他意見＞

○初期コストに耐えられない

○活用までに、専門的な職員が必要で、時間を要する

○設計から施工管理まで一貫した流れのある会社に有効で、設

計監理会社では負担が多い

○設計変更等の際の作業手間の多量化が予想される

○標準ディテールが少なく、一連で設計するメリットが無い

○改修設計が多いが、BIMがどの程度有効か分からない

○木造の構造設計は他構造と比較すると構造計算ソフトとの連動

性が著しく低く、活用の前に環境が揃っていない

○BIMでなければならない理由がない

○BIM活用により実施図検討が遅れ、2次元CADで作図し直した

○設備導入は、建築本体の資料や理解が整わないと難しい
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QⅡ-3：BIMの「導入を決定する契機」（n=132／複数回答／件数）

QⅡ-3-2（クロス集計　×分野別）：BIMの「導入を決定する契機」（件数）

3

8

27

22

22

32

33

27

19

18

35

34

42

47

41

⑮その他

⑭テレワークが進展すること

⑬BIMデータの長期的な真正性や見読性が確保されること

⑫データの連携手法や、真正性・セキュリティ確保等の環境が整うこと

⑪分類体系が整備され、コストマネジメントが容易になること

⑩各種行政手続き（確認申請等）でBIMを活用し、電子申請を容易に行えるように…

⑨BIMを扱える技術者が業界に増えること

⑧メーカーの提供するBIMオブジェクト等の図面材料が充実化すること

⑦他の同規模同業者がBIM活用を進めていること

⑥協力会社等、業務上の関係者がBIM活用を進めること

⑤公共発注でBIM活用が求められること

④民間発注でBIM活用が求められること

③BIMに係るコスト（ソフト・人材育成等）が低減すること

②BIMの導入による費用対効果が明らかになること

①業務をBIMに円滑に切り替え、習熟していく手法が明らかとなること

今後、BIMの導入する決断する契機として

○「BIMの導入による費用対効果が明らかになること」・「BIMに係るコスト（ソフト・人材育成等）が低減

すること」・「業務をBIMに円滑に切り替え、習熟していく手法が明らかとなること」の回答が多い

10

19

5

16

41

専門工事会社［n=22］

総合建設業［n=61］

専門設計事務所［n=30］

総合設計事務所［n=38］

全体［n=132］
＜業務負担・体制＞

①業務をBIMに円滑に切り替え、習熟していく手法が明らかとなること

6

20

8

16

42

10

22

8

16

47

専門工事会社［n=22］

総合建設業［n=61］

専門設計事務所［n=30］

総合設計事務所［n=38］

全体［n=132］

＜費用負担・効果＞

②BIMの導入による費用対効果が明らかになること

③BIMに係るコスト（ソフト・人材育成等）が低減すること

3

8

6

7

19

4

8

6

5

18

8

16

7

7

35

6

15

7

11

34

専門工事会社［n=22］

総合建設業［n=61］

専門設計事務所［n=30］

総合設計事務所［n=38］

全体［n=132］

＜環境＞

④民間発注でBIM活用が求められること

⑤公共発注でBIM活用が求められること

⑥協力会社等、業務上の関係者がBIM活用を進めること

⑦他の同規模同業者がBIM活用を進めていること

0

5

1

4

8

3

11

6

11

27

1

13

5

7

22

2

9

7

8

22

3

14

9

13

32

4

18

8

10

33

3

13

6

11

27

専門工事会社［n=22］

総合建設業［n=61］

専門設計事務所［n=30］

総合設計事務所［n=38］

全体［n=132］

＜市場環境＞

⑧メーカーの提供するBIMオブジェクト等の図面材料が充実化すること

⑨BIMを扱える技術者が業界に増えること

⑩各種行政手続き（確認申請等）でBIMを活用し、電子申請を容易に行えるよ

うになること
⑪分類体系が整備され、コストマネジメントが容易になること

⑫データの連携手法や、真正性・セキュリティ確保等の環境が整うこと

⑬BIMデータの長期的な真正性や見読性が確保されること

⑭テレワークが進展すること

＜主なその他意見＞

○BIMは導入済みで活用したいが、習得する時間がない

○将来、業界全体がBIMに移行する事が予想される為、事前準備を兼ねて導入を検討している

○ＢＩＭを習得するのに必要な個人の努力とＢＩＭを運用するのに必要なチームの連携が、現状の仕事の状況では

新たな仕事の追加となり、設計士にとって負担となる。負担を補いえるほどの設計料の設定が不可能。
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QⅡ-4：BIMの普及・拡大に向けた課題や意見（自由回答）

＜主な意見＞

✓互換性の高い状況にならないとソフトの導入自体が困難と考える

✓データの互換性が担保されることが必要

✓導入コストが気掛かり

✓誰もが導入し一般的に普及される方向になれば、初期投資も安くなると思われる

また、提供するメーカーも技術開発が進み、使い易いソフトも出てくるのではと考える

✓PCのスペックの向上も必要になり、費用面の負担が大きい

✓補助金の他、税制上の優遇等検討頂きたい

✓CADが普及したように、安価な機材とJW-CADのような無料のソフトが必要では

BIMはそのような環境が整うまで普及は難しいのでは

✓導入の費用対効果が不明で、中小企業では対応が難しい

✓アプリケーションの統一化を図れば普及促進に繋がる

✓建築の規模と用途によってはBIMは必要になると思う（住宅設計だと必要がないと思う）

✓県でのBIM導入が標準になった場合は、プロポーザル等への参加も慎重に考えざるを得ない

また、多数のソフトがある中でのBIM導入については、混乱を招くと予想される

✓BIMについて身近に体験できるものがないため、メリットや費用、効率等がよくわからない

✓運用にものすごい手間がかかり、まだ作業が楽になるシステムになっていないと思う（様々な手続きを簡略

化して、手間を減らすことを考えていただきたい）

✓普及には、人材が圧倒的に不足すると思う

✓小規模設計事務所には、人材育成に時間を割く余裕がない

✓良いツールだと思う 事業に必要で、そういう機会があれば導入したい

✓まだ未知数 お客様からの要望もない 環境等も整っていない 始めるとしても時間的余裕は十分に欲

しい

✓BIMのメリットを関係者で享受するには、大規模建築物の工事・設計費がないと採算性が合わないと考え

る

✓大規模建築物の設計に際し、BIM活用とした地元の設計事務所のJVとすることで、ＢＩＭ活用企業及び

人材の育成が見込まれるのではないか

✓施工者がＢＩＭデータを活用できていない

✓発注者の要求事項になってくれば対応を考えなければならない

✓官公庁の発注がBIMでの納品になるのであればBIMの導入を考えなければならない

✓設備設計、構造設計及び施工会社もBIMを導入し、情報を共有しないと設計事務所だけの導入ではBIM

の効果が期待できない

✓段階的に発生していた施工上の検討、課題が設計段階で進められること、施工中であっても視覚的に取り

合いを検討できることは設備関連にとっては大きなメリットと考える

✓施工準備段階での作業量が飛躍的に増え、大きな負担になることに懸念

準備工の期間を十分に設けるなどの対策が必要と考える

✓自社のみが導入しても、関連協力会社（構造・設備）の使用CADとの関連性等に不安

✓BIM移行期の業務をどのように対応すべきかわからない

✓建築BIMが世の中に普及してから考える



＜専門設計事務所の主な内訳＞
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Q6-2（クロス集計　×分野別）：BIMを「導入した時期」（件数）

Ⅴ　集計結果【BIMの導入：導入している企業】

Q6：BIMを「導入した時期」（n=25／単一回答／件数、％）

Q7：BIMを導入した「背景・きっかけ」（n=25／複数回答／件数）

0

3

3

0

0

0

3

3

0

①令和3年度…

②令和2年度…

③令和元年…

④平成30年…

⑤平成29年…

⑥平成28年…

⑦５年前～10…

⑧10年以上前

不明

総合設計事務所［n=12］

1

4

5

1

1

0

4

5

4

①令和3年度（半年以内）

②令和2年度（1年前）

③令和元年度（2年前）

④平成30年度（3年前）

⑤平成29年度（4年前）

⑥平成28年度（5年前）

⑦５年前～10年前

⑧10年以上前

不明

4.0%

0

1

1

0

1

0

0

1

1

①令和3年度…

②令和2年度…

③令和元年…

④平成30年…

⑤平成29年…

⑥平成28年…

⑦５年前～10…

⑧10年以上前

不明

専門設計事務所［n=5］

0

1

1

1

0

0

3

5
2

①令和3年度…

②令和2年度…

③令和元年…

④平成30年…

⑤平成29年…

⑥平成28年…

⑦５年前～10…

⑧10年以上前

不明

総合建設業［n=13］

1

0

0

0

0

0

1

0

1

①令和3年度…

②令和2年度…

③令和元年…

④平成30年…

⑤平成29年…

⑥平成28年…

⑦５年前～10…

⑧10年以上前

不明

専門工事会社［n=3］

0

1

1

0

1

0

0

1

1

①令和3年度…

②令和2年度…

③令和元年…

④平成30年…

⑤平成29年…

⑥平成28年…

⑦５年前～10…

⑧10年以上前

不明

意匠設計［n=5］

0

0

0

0

0

0

0

0

0

①令和3年度…

②令和2年度…

③令和元年…

④平成30年…

⑤平成29年…

⑥平成28年…

⑦５年前～10…

⑧10年以上前

不明

構造設計［n=0］

0

0

0

0

1

0

0

0

0

①令和3年度…

②令和2年度…

③令和元年…

④平成30年…

⑤平成29年…

⑥平成28年…

⑦５年前～10…

⑧10年以上前

不明

設備設計［n=1］

0

0

0

0

0

0

0

0

0

①令和3年度…

②令和2年度…

③令和元年…

④平成30年…

⑤平成29年…

⑥平成28年…

⑦５年前～10…

⑧10年以上前

不明

積算設計［n=1］

0

14

1

2

0

1

0

17

11

9

19

18

0 5 10 15 20

⑫その他

⑪業界の将来的な動向を予想して導入した

⑩海外の動向をみて導入した

⑨他の同規模同業者がBIM活用を進めていたため

⑧海外案件に対応するため

⑦協力会社等、業務上の関係者からBIM活用を求められたため

⑥発注者からBIM活用を求められたため

⑤顧客へのプレゼンテーションに用いるため

④データ連係・蓄積を期待した

③受注機会の創出を期待した

②業務の質の向上を期待した

①業務の効率化を期待した

BIMを導入している企業について、導入した時期として

○「5年以前から」のほか、「1年前」・「2年前」の回答が多い

16.0%

20.0%4.0%

4.0%

16.0%

20.0%16.0%
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Q7-2（クロス集計　×分野別）：BIMを導入した「背景・きっかけ」（件数）

BIMを導入した背景やきっかけとして

○「業務の質の向上を期待した」・「業務の効率化を期待した」・「顧客へのプレゼンテーションに

用いるため」の回答が多い

0

5

2

3

9
19

1

11

3

10

18

0 10 20

専門工事会社［n=3］

総合建設業［n=13］

専門設計事務所［n=5］

総合設計事務所［n=12］

全体［n=25］

①業務の効率化を期待した
②業務の質の向上を期待した
③受注機会の創出を期待した

0

0

0

0

0

0

11

3

10

17

1

6

1

7

11

0 10 20

専門工事会社［n=3］

総合建設業［n=13］

専門設計事務所［n=5］

総合設計事務所［n=12］

全体［n=25］

④データ連係・蓄積を期待した
⑤顧客へのプレゼンテーションに用いるため
⑥発注者からBIM活用を求められたため

1

1

0

1

2

0

0

0

0

0

0

0

1

0

1

0 1 2 3

専門工事会社［n=3］

総合建設業［n=13］

専門設計事務所［n=5］

総合設計事務所［n=12］

全体［n=25］

⑦協力会社等、業務上の関係者からBIM活用を求められたため

⑧海外案件に対応するため

⑨他の同規模同業者がBIM活用を進めていたため

0

0

0

0

0

0

8

3

7

14

0

0

1

0

1

0 5 10 15

専門工事会社［n=3］

総合建設業［n=13］

専門設計事務所［n=5］

総合設計事務所［n=12］

全体［n=25］

⑩海外の動向をみて導入した
⑪業界の将来的な動向を予想して導入した
⑫その他



12

Q9-2（クロス集計　×分野別）：BIMを活用している「案件の割合」（％）

Ⅵ　集計結果【BIMの活用：導入している企業】

Q8：BIMを活用している「人数の割合」（n=25／単一回答／件数、％）

Q8-2（クロス集計　×分野別）：BIMを活用している「人数の割合」（％）

Q9：BIMを活用している「案件の割合」（n=25／複数回答／件数）

9 4 4

0

5 3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①0％～20％ ②21％～40％ ③41％～60％ ④61％～80％ ⑤81％～100％ 不明

36.0% 16.0% 16.0% 20.0% 12.0%

66.7%

38.5%

0.0%
33.3%

36.0%

0.0%
23.1%

40.0%

16.7%

16.0%

0.0%
15.4%

20.0%

16.7%

16.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%
15.4%

20.0%

33.3%

20.0%

33.3%

7.7%

20.0%

0.0%
12.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

専門工事会社［n=3］

総合建設業［n=13］

専門設計事務所［n=5］

総合設計事務所［n=12］

全体［n=25］

①0％～20％ ②21％～40％ ③41％～60％ ④61％～80％ ⑤81％～100％ 不明

13

7

2

4

2

8

8

2

0

0

1

3

0

0

2

1

0

0

2

3

3

3

5

9

7

7

5

3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

維持管理［n=25］

施工計画、施工図、工程管理［n=25］

実施設計［n=25］

企画、基本計画、基本設計［n=25］

①活用していない ②20％以内 ③21％～40％ ④41％～60％
⑤61％～80％ ⑥81％～100％ 不明

6

3

0
1

1

4

0

1

0

0

3

1

0

0

1

0

0

0

2

3

2

2

4

6

3

3

2

0

維持管理［n=12］

施工計画、施工図、

工程管理［n=12］

実施設計［n=12］

企画、基本計画、基

本設計［n=12］

＜総合設計事務所＞

①活用していない ②20％以内 ③21％～40％

④41％～60％ ⑤61％～80％ ⑥81％～100％

不明

BIMを活用している人数割合として

○「0％～20％ 」の回答が 36％ （ 「40％以下 」で 52％ の回答）

BIMの活用として

○「企画、基本計画、基本設計」の利用が多い

○「実施設計」・「施工計画、施工図、工程管理」・「維持管理」では、「活用していない・20％以内」が多い

8

4

1

0

2

7

4

1

0

0

1

3

0

0

1

0

0

0
1

1

2

1

4

7

1

1

1

1

維持管理［n=13］

施工計画、施工図、工

程管理［n=13］

実施設計［n=13］

企画、基本計画、基本

設計［n=13］

＜総合建設業＞

①活用していない ②20％以内 ③21％～40％
④41％～60％ ⑤61％～80％ ⑥81％～100％
不明



全体［n=25］

25
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Q10：BIMを活用する「建築物やプロジェクトの特徴」（n=25／複数回答／件数）

Q10-2（クロス集計　×分野別）：BIMを活用する「建築物やプロジェクトの特徴」（％）

2
9

7
9

2
14

1
2
2
2
3

2
5

3
3

8
12

7
9

16

0 5 10 15

⑳その他
⑲受注した全ての物件

⑱物件担当者・技術者がBIMを活用できる場合
⑰設計施工一括方式の場合

⑯公共事業の場合
⑮民間事業の場合

⑭発注者・関連会社等からBIM活用を求められた場合
⑬関連事業者がBIMを活用できる場合

⑫過去の図面や同一敷地内の他の建築物にBIMが活…
⑪竣工後にレイアウト変更が多く想定される建築物

⑩竣工後に改修工事が多く想定される建築物
⑨発注者が竣工後も自己保有・維持管理する建築物

⑧スケジュールに余裕がない建築物
⑦スケジュールに余裕がある建築物

⑥自社・関連会社の建築物
⑤比較的規模が大きい建築物
④比較的規模が小さい建築物

③比較的繰り返しの操作・作業が多い建築物
②比較的複雑な形状の建築物
①比較的簡単な形状の建築物

BIMを活用する「建築物やプロジェクトの特徴」として

○「比較的簡単な形状の建築物」・「民間事業の場合」・「比較的規模が小さい建築物」等が多い

0
6

4
4

1
7

0
2
2

1
2

1
3

1
2

4
8

5
5 10

0 2 4 6 8 10

⑳その他
⑲受注した全ての物件

⑱物件担当者・技術者が…
⑰設計施工一括方式の場合

⑯公共事業の場合
⑮民間事業の場合

⑭発注者・関連会社等から…
⑬関連事業者がBIMを活用…
⑫過去の図面や同一敷地…
⑪竣工後にレイアウト変更…
⑩竣工後に改修工事が多く…
⑨発注者が竣工後も自己保…
⑧スケジュールに余裕がな…
⑦スケジュールに余裕があ…
⑥自社・関連会社の建築物

⑤比較的規模が大きい建築物
④比較的規模が小さい建築物

③比較的繰り返しの操作・…
②比較的複雑な形状の建築物
①比較的簡単な形状の建築物

総合設計事務所［n=12］

0
2

0
1

0
3

1
0
0
0
0
0

2
0
0

2
2

1
1

2

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3

⑳その他
⑲受注した全ての物件

⑱物件担当者・技術者が…
⑰設計施工一括方式の場合

⑯公共事業の場合
⑮民間事業の場合

⑭発注者・関連会社等から…
⑬関連事業者がBIMを活用…
⑫過去の図面や同一敷地内…
⑪竣工後にレイアウト変更…
⑩竣工後に改修工事が多く…
⑨発注者が竣工後も自己保…
⑧スケジュールに余裕がな…
⑦スケジュールに余裕があ…
⑥自社・関連会社の建築物

⑤比較的規模が大きい建築物
④比較的規模が小さい建築物
③比較的繰り返しの操作・作…

②比較的複雑な形状の建築物
①比較的簡単な形状の建築物

専門設計事務所［n=5］

1
7

6
8

1
9

0
2
2

1
2

1
3
3
3
3

7
3

6
9

0 2 4 6 8 10

⑳その他
⑲受注した全ての物件

⑱物件担当者・技術者が…
⑰設計施工一括方式の場合

⑯公共事業の場合
⑮民間事業の場合

⑭発注者・関連会社等から…
⑬関連事業者がBIMを活用…
⑫過去の図面や同一敷地…
⑪竣工後にレイアウト変更…
⑩竣工後に改修工事が多く…
⑨発注者が竣工後も自己保…
⑧スケジュールに余裕がな…
⑦スケジュールに余裕があ…
⑥自社・関連会社の建築物

⑤比較的規模が大きい建築物
④比較的規模が小さい建築物

③比較的繰り返しの操作・…
②比較的複雑な形状の建築物
①比較的簡単な形状の建築物

総合建設業［n=13］

1
0

1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

1
0
0
0
0

0 0.5 1 1.5 2

⑳その他
⑲受注した全ての物件

⑱物件担当者・技術者が…
⑰設計施工一括方式の場合

⑯公共事業の場合
⑮民間事業の場合

⑭発注者・関連会社等から…
⑬関連事業者がBIMを活用…
⑫過去の図面や同一敷地内…
⑪竣工後にレイアウト変更…
⑩竣工後に改修工事が多く…
⑨発注者が竣工後も自己保…
⑧スケジュールに余裕がな…
⑦スケジュールに余裕があ…
⑥自社・関連会社の建築物

⑤比較的規模が大きい建築物
④比較的規模が小さい建築物
③比較的繰り返しの操作・作…

②比較的複雑な形状の建築物
①比較的簡単な形状の建築物

専門工事会社［n=3］
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Q11：BIMを活用する「建築物の用途」（n=25／複数回答／件数）

Q11-2（クロス集計　×分野別）：BIMを活用する「建築物の用途」（件数）

Q12：BIMを活用する「建築物の構造種別」（n=25／複数回答／件数）

Q12-2（クロス集計　×分野別）：BIMを活用する「建築物の構造種別」（件数）

1

6

2

1

2

2

6

8

11

5

12

⑪その他

⑩用途によらず活用している

⑨ホテル・旅館

⑧庁舎・公共施設

⑦病院

⑥学校

⑤工場

④商業施設

③事務所

②共同住宅

①戸建住宅

BIMを活用している建築物の用途として

○「戸建住宅」・「事務所」が多く、次いで「商業施設」が多い

0
3

1
1

0
1

3
5
6

4
7

⑪その他
⑩用途によらず活用し…

⑨ホテル・旅館
⑧庁舎・公共施設

⑦病院
⑥学校
⑤工場

④商業施設
③事務所

②共同住宅
①戸建住宅

総合設計事務所［n=12］

1
1

0
0

2
0
0
0

1
0

3

⑪その他
⑩用途によらず活用し…

⑨ホテル・旅館
⑧庁舎・公共施設

⑦病院
⑥学校
⑤工場

④商業施設
③事務所

②共同住宅
①戸建住宅

専門設計事務所［n=5］

0
3

1
0
0

2
5

7
9

5
8

⑪その他
⑩用途によらず活用し…

⑨ホテル・旅館
⑧庁舎・公共施設

⑦病院
⑥学校
⑤工場

④商業施設
③事務所

②共同住宅
①戸建住宅

総合建設業［n=13］

0
1
1

0
0
0
0
0
0
0
0

⑪その他
⑩用途によらず活用し…

⑨ホテル・旅館
⑧庁舎・公共施設

⑦病院
⑥学校
⑤工場

④商業施設
③事務所

②共同住宅
①戸建住宅

専門工事会社［n=3］

保育園（リノベーション）

0

7

15

0

4

11

⑥その他

⑤構造によらず活用している

④木造

③SRC造

②RC造

①S造

BIMを活用する建築物の構造種別として

○「木造」が最も多く、次いで「Ｓ造」が多い

0
3

9
0

3
6

⑥その他
⑤構造によらず…

④木造
③SRC造
②RC造
①S造

総合設計事務所［n=12］

0
1

3
0

1
2

⑥その他
⑤構造によらず…

④木造
③SRC造
②RC造
①S造

専門設計事務所［n=5］



0
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Q13：BIMの「活用状況」（n=25／単一回答／件数、％）

Q13-2（クロス集計　×分野別）：BIMの活用状況（件数）

Q12-3（クロス集計　×BIM導入時期）：BIMを活用する建築物の構造種別（件数）

0
3

10
0

2
6

⑥その他
⑤構造によらず…

④木造
③SRC造
②RC造
①S造

総合建設業［n=13］

0
2

0
0
0
0

⑥その他
⑤構造によらず…

④木造
③SRC造
②RC造
①S造

専門工事会社［n=3］

0
1

0
0
0
0

⑥その他
⑤構造によらず…

④木造
③SRC造
②RC造
①S造

1.令和3年度（半年以内）［n=1］

0
1

3
0
0

2

⑥その他
⑤構造によらず…

④木造
③SRC造
②RC造
①S造

2.令和2年度（1年前）［n=4］

0
1

4
0

1
3

⑥その他
⑤構造によらず…

④木造
③SRC造
②RC造
①S造

3.令和元年度（2年前）［n=5］

0
0

1
0
0

1

⑥その他
⑤構造によらず…

④木造
③SRC造
②RC造
①S造

4.平成30年度（3年前）［n=1］

0
1

0
0

1
0

⑥その他
⑤構造によらず…

④木造
③SRC造
②RC造
①S造

5.平成29年度（4年前）［n=1］

0
0
0
0
0
0

⑥その他
⑤構造によらず…

④木造
③SRC造
②RC造
①S造

6.平成28年度（5年前）［n=0］

0
2
2

0
1
1

⑥その他
⑤構造によらず…

④木造
③SRC造
②RC造
①S造

7.５年前～10年前［n=4］

0
1

4
0

1
3

⑥その他
⑤構造によらず…

④木造
③SRC造
②RC造
①S造

8.10年以上前［n=5］

18 4 3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①積極的に活用している ②積極的には活用していない 不明

72.0% 16.0% 12.0%

BIMを導入している企業での活用状況は

○BIMを「積極的に活用している」の回答が 72％ と多い

10
2

0

①積極的に活用

している

②積極的には活

用していない

不明

総合設計事務所［n=12］

3

1

1

①積極的に活用

している

②積極的には活

用していない

不明

専門設計事務所［n=5］

11
1

1

①積極的に活用

している

②積極的には活

用していない

不明

総合建設業［n=13］

1

1

1

①積極的に活用

している

②積極的には活

用していない

不明

専門工事会社［n=3］
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Q14：Q13で「②積極的には活用していない」を選択した理由（n=4／複数回答／件数）

0

0

1

1

0

1

3

0

3

⑨その他

⑧３ＤCAD等の現行ソフトの活用で支障がない（十分である）

⑦発注者・関連会社等から要求がない

⑥入力作業に手間がかかる、納期の制約で間に合わない

⑤活用したが効果が出なかったため

④協力会社からの要請があれば活用するが、その他では積極的に活…

③活用したいが活用できる人材が不足している

②活用したいが活用方法がわからない

①まだ導入したばかり又は習熟途中である

積極的には活用していないを選択した理由として

○「まだ導入したばかり又は習熟途中である」・「活用したいが活用できる人材が不足している」という

回答が多い
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Q15-2（クロス集計　×分野別）：「メリット・効果を得られた」と実感できる場面（件数）

Q16：「メリット・効果を得られていない」と感じる場面（n=25／複数回答／件数）

Q16-2（クロス集計　×分野別）：「メリット・効果を得られていない」と感じる場面（件数）

Ⅶ　集計結果【BIM活用のメリット・効果：導入している企業】

Q15：「メリット・効果を得られた」と実感できる場面（n=25／複数回答／件数）

0

6

10

17

16

21

⑥その他

⑤手戻りや調整の減少により計画（プロジェクト）が円滑に進むよう

になった

④設計変更に伴う手間やコストが減少した

③顧客に対して良い印象を与えられた

②設計図書間での整合が図りやすくなった

①３Dでの可視化によるコミュニケーションや理解度の改善

メリット・効果を得られる場面として、

○「３Dでの可視化によるコミュニケーションや理解度の改善」が最も多く、次に「顧客に対して良い

印象を与えられた」・「設計図書間での整合が図りやすくなった」の回答も多い

0

4

7

10

10

11

⑥その他

⑤手戻りや…

④設計変更…

③顧客に対…

②設計図書…

①３Dでの可…

総合設計事務所［n=12］

0

0

1

3

3

4

⑥その他

⑤手戻りや…

④設計変更…

③顧客に対…

②設計図書…

①３Dでの可…

専門設計事務所［n=5］

0

5

6

12

9

12

⑥その他

⑤手戻りや…

④設計変更…

③顧客に対…

②設計図書…

①３Dでの可…

総合建設業［n=13］

0

0

1

0

0

2

⑥その他

⑤手戻りや…

④設計変更…

③顧客に対…

②設計図書…

①３Dでの可…

専門工事会社［n=3］

0

2

2

3

3

4

1

2

⑧その他

⑦建材等の…

⑥人材育成…

⑤効率的に…

④ソフト・シ…

③協力会社…

②習熟に係…

①現在の…

総合設計事務所［n=12］

0

1

0

1

0

2

2

0

⑧その他

⑦建材等の…

⑥人材育成…

⑤効率的に…

④ソフト・シ…

③協力会社…

②習熟に係…

①現在の…

専門設計事務所［n=5］

0

3

3

4

2

3

0

3

⑧その他

⑦建材等の…

⑥人材育成…

⑤効率的に…

④ソフト・シ…

③協力会社…

②習熟に係…

①現在の…

総合建設業［n=13］

0

1

0

0

1

1

1

0

⑧その他

⑦建材等の…

⑥人材育成…

⑤効率的に…

④ソフト・シ…

③協力会社…

②習熟に係…

①現在の…

専門工事会社［n=3］

0

6

3

6

5

9

4

3

⑧その他

⑦建材等のBIMデータが流通していない

⑥人材育成の費用・時間等が負担となっている

⑤効率的に活用するための自社でのシステム構築や標準化を図ることが

負担となっている

④ソフト・システム等の維持費が負担となっている

③協力会社でBIMが導入されておらず、分野をまたいだ連携ができていな

い

②習熟に係る時間や作業手間に対して、現時点では得られるメリットが少

ない

①現在のCAD等の業務に加えてBIMを活用しており、結果として二重作業

になるなど、作業にかかる時間・手間が増加した

メリット・効果を得られていない場面として

○「協力会社でBIMが導入されておらず、分野をまたいだ連携ができていない」が最も多い
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Q19：BIMデーターの「権利」（著作権や所有権）（n=25／自由回答）

Ⅷ　集計結果【BIMデーターでの連携：導入している企業】

Q17：社外との「データー連携」（n=25／単一回答／件数、％）

Q17-2（クロス集計　×分野別）：社外とのデーター連携（件数）

Q18：BIMデーターの保管における「社内ルール」（n=25／単一回答／件数、％）

Q18-2（クロス集計　×分野別）：BIMデーターの保管における「社内ルール」（件数）

14 8 3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①ある ②ない 不明

56.0% 32.0% 12.0%

社外とのBIMデーターの連携については

○56％が「行ったことがある」と回答

7

5

0

①ある

②ない

不明

総合設計事務所［n=12］

2

2

1

①ある

②ない

不明

専門設計事務所［n=5］

9

3

1

①ある

②ない

不明

総合建設業［n=13］

2

0

1

①ある

②ない

不明

専門工事会社［n=3］

3 19 3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①ある ②ない 不明

12.0% 76.0% 12.0%

BIMデーターの保管における「社内ルール」として

○76％が「定めていない」と回答

3

9

0

①ある

②ない

不明

総合設計事務所［n=12］

0

4

1

①ある

②ない

不明

専門設計事務所［n=5］

2

10

1

①ある

②ない

不明

総合建設業［n=13］

0

2

1

①ある

②ない

不明

専門工事会社［n=3］

＜ある場合の留意点としての意見＞

・ホストＰＣに年度ごとにフォルダに入れて管理

＜意見＞

✓権利が推進の障害になっていると感じる

✓BIMが一般的に使われることで、自社のデータが、発注者や協力会社が使用して汎用性が高くなること

で、著作権保護が難しくなる

✓従来のCADデータと同様な扱いと考える

✓閲覧のみ等、限定しての活用も考えられる

✓設備設計事務所で作図しそのデータをゼネコン、サブコンに渡し、工事業者ははそれを使いながら修正

や、自分たちの決めたメーカーの属性に書き換え、いざ数年後改修にはいち早く施主と情報のやり取り

ができるが、最終竣工データの入手が可能か・管理ができるのか疑問

✓特に気にしたことが無い、特に考えていない
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Q20-2（クロス集計　×分野別）：BIMに関する「教育」の取組（件数）

Q20-3（クロス集計　×BIM導入時期）：BIMに関する「教育」の取組（件数）

Ⅸ　集計結果【BIMに関する人材育成：導入している企業】

Q20：BIMに関する「教育」の取組（n=25／複数回答／件数、％）

1

1

12

7

2

13

⑥その他

⑤行っていない

④社外研修や外部セミナーへの参加

③社内研修（外部講師）

②社内研修（内部講師）

①OJT（職場での実践を通じて業務知識を身につける育成手法）

BIMに関する教育として

○「OJT」・「社外研修や外部セミナーへの参加」が多い

0

3

6

2

0

6

⑥その他

⑤行っていない

④社外研修…

③社内研修…

②社内研修…

①OJT（職場…

総合設計事務所［n=12］

0

1

3

1

1

2

⑥その他

⑤行っていない

④社外研修…

③社内研修…

②社内研修…

①OJT（職場…

専門設計事務所［n=5］

1

2

7

4

2

7

⑥その他

⑤行っていない

④社外研修…

③社内研修…

②社内研修…

①OJT（職場…

総合建設業［n=13］

0

0

1

1

0

2

⑥その他

⑤行っていない

④社外研修…

③社内研修…

②社内研修…

①OJT（職場…

専門工事会社［n=3］

0
0

1
0
0

1

⑥その他
⑤行っていない
④社外研修や…
③社内研修（外…
②社内研修（内…
①OJT（職場で…

1.令和3年度（半年以内）［n=1］

0
0

3
1

0
3

⑥その他
⑤行っていない
④社外研修や…
③社内研修（外…
②社内研修（内…
①OJT（職場で…

2.令和2年度（1年前）［n=4］

0
2

1
2

0
1

⑥その他
⑤行っていない
④社外研修や…
③社内研修（外…
②社内研修（内…
①OJT（職場で…

3.令和元年度（2年前）［n=5］

1
0
0

1
0

1

⑥その他
⑤行っていない
④社外研修や…
③社内研修（外…
②社内研修（内…
①OJT（職場で…

4.平成30年度（3年前）［n=1］

0
0

1
0
0

1

⑥その他
⑤行っていない
④社外研修や…
③社内研修（外…
②社内研修（内…
①OJT（職場で…

5.平成29年度（4年前）［n=1］

0
0
0
0
0
0

⑥その他
⑤行っていない
④社外研修や…
③社内研修（外…
②社内研修（内…
①OJT（職場で…

6.平成28年度（5年前）［n=0］

0
0

2
1

0
4

⑥その他
⑤行っていない
④社外研修や…
③社内研修（外…
②社内研修（内…
①OJT（職場で…

7.５年前～10年前［n=4］

0
2

3
2
2

1

⑥その他
⑤行っていない
④社外研修や…
③社内研修（外…
②社内研修（内…
①OJT（職場で…

⑧10年以上前［n=5］

メーカーの講習会
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Q21：人材を育成するための「必要な期間」（n=25／単一回答／件数、％）

Q21-2（クロス集計　×分野別）：人材を育成するための「必要な期間」（件数）

BIMを活用するために、人材を育成するための必要な期間は

○「3か月程度」が最も多く、「6か月以内」で約５割

0

3 6 3 2 2 2 2 5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①2週間程度 ②1か月程度 ③３か月程度 ④６か月程度 ⑤概ね１年

⑥概ね１年半 ⑦２年以上 ⑧わからない 不明

8.0% 20.0%12.0% 24.0% 12.0% 8.0% 8.0% 8.0%

2

1

0

0

1

2

4

2

0

不明

⑧わからない

⑦２年以上

⑥概ね１年半

⑤概ね１年

④６か月程度

③３か月程度

②1か月程度

①2週間程度

総合設計事務所［n=12］

1

0

2

1

1

6

2

0

0

不明

⑧わからない

⑦２年以上

⑥概ね１年半

⑤概ね１年

④６か月程度

③３か月程度

②1か月程度

①2週間程度

総合建設業［n=13］

1

0

0

0

1

1

0

0

0

不明

⑧わからない

⑦２年以上

⑥概ね１年半

⑤概ね１年

④６か月程度

③３か月程度

②1か月程度

①2週間程度

専門工事会社［n=3］

1

1

0

0

0

1

1

1

0

不明

⑧わからない

⑦２年以上

⑥概ね１年半

⑤概ね１年

④６か月程度

③３か月程度

②1か月程度

①2週間程度

専門設計事務所［n=5］
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Ⅹ　集計結果【BIM普及の課題・解決手法：導入している企業】

Q22：BIMの普及するための課題、課題の解決手法等（n=25／自由回答）

＜主な意見＞

【課題】

✓メーカーにより、BIMデータが違うため、2DのCADの様な普及は難しいのでは

✓BIMソフトの種類が多く、現在使用のソフトが使えなくなる事が不安

✓建築資材関係のメーカー等で、BIMデータを提供している会社が少ない

✓外部の協力設計事務所、施工会社で使用している会社が少ない

✓意匠のみでなく、建築部品メーカー・構造・電気・機械等の設計者が、多く導入しないと普及は難しい

✓設備事務所が建築図をBIM化し設備図を描くという作業はとても時間がかり、メリットは無い

✓BIMソフトで未対応の仕様等への対応が難しい

✓BIMによる実施設計では、従来の設計期間に比べ、作業（作図）時間が増加すると感じている

✓BIMソフトメーカーの価格設定が一択しかない

✓価格が高い（ソフト価格の大衆化が望まれる）

✓相互データ変換が、容易に正確に出来るとありがたい（電気・機械設備関係BIM同様）

✓協力会社間でソフトが違う場合、変換してデータのやり取りするが、手間がかかり、内容が反映しない

こともあり、標準化が望ましい

✓著作権利の問題が、活用の障害になると思う

【解決手法】

✓より簡単な操作、統一的な使用方法の周知、互換性が必要

✓価格（商品）設定を多くして、その時の状況で選択できるようにする（永久ライセンス、サブスクリプション

など）

✓プロポーザル等の提案業務において、BIMの活用習熟状況による基準を設けて、加点するなど、評価

があればBIMの普及に繋がるのでは

【その他】

✓設計BIMだけでなく、施工BIMまで活用することで、技術者の減少や老齢化等の課題解決にも繋がる

✓理想的には設計図＝施工図と考えると設計期間は長くなる傾向と思われる（施工時手間の手戻りの

減少が見込める）

✓設計事務所からBIMデータの受渡しがあれば、数量積算も正確にでき、積算期間短縮にも繋る

また、変更対応も素早く出来る

✓CAD作業になれたベテランが、BIM作業に移行するには一定の時間を要する（現状では時間を設け

ることは困難）

✓若手は、覚えも早く比較的短期にBIMを習得できるが、技術的には一人前とは言えず、業務リーダーと

するには経験と時間が必要

✓大都市圏・大手設計事務所でも活用が進んでいて、焦りを感じる

✓教育はOJTで十分

✓竣工データとし残し、改修工事時には設計施工で工事受注ができる


